










 

研究目的 

 今日,未熟児網膜症対策は,きわめて大きな社会問題になっている。一方,これ

までの統計調査は,未熟児の実に 30%は,妊娠中毒症母体より出生していること

を明らかにしている。したがって,未熟児網膜症の管理方式が.未だ確立してい

ない現段階においては,未熟児出生を防止するところが,最大の未熟児網膜症対

策といっても過言ではない。一方,妊娠中毒症になりやすい素地ないし基礎疾患

として,たとえば糖尿病やアレルギー体質などと並んで貧血があげられている。

しかし,糖尿病妊婦では,正常妊婦の 4～5 倍,アレルギー体質を有する妊婦の

50%が妊娠中毒症に罹患しやすいことなどが指摘されているにもかかわらず.貧

血との関連性は,きわめて不明確といえる。そこで,母子保健の観点より.全妊婦

の 10～15%という高い雅患率を保有し,妊産婦死亡原因の常に首位を占め,かつ,

未熟児出生原因としても,重要な意味合いを有する妊娠中毒症対策の一環とし

て,妊婦における貧血と妊娠中毒症の関連性を検討した。 


